
野木ジュニアソフトテニスクラブ規約 

第１章総則 

（名称） 

第１条 本クラブは、野木ジュニアソフトテニスクラブ（英語名 Nogi Junior Soft 

TennisClub、略称「NJSTC」）と称する。 

 

（事務局） 

第２条 本クラブの事務局は、野木町ソフトテニス連盟に置く。 

 

（目的） 

第３条 本クラブは、ソフトテニス競技を通して、少年の健全な心身を育成、競技レベル

の向上とともに、地域社会におけるソフトテニス競技の発展と明るい街づくりに寄与する

ことを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 本クラブは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）ソフトテニス競技の強化練習会の開催 

（２）ソフトテニス競技会への参加 

（３）他ソフトテニス団体との交流 

（４）本クラブおよびソフトテニス競技の発展に資する広報活動 

（５）指導者の確保と育成 

（６）その他、目的達成に必要な事業 

（７）前号に掲げる事業に付帯または関連する事業 

 

第２章 会員 

（会員資格） 

第５条 本クラブの目的に賛同して入会するものは、以下の要件を満たしていなければな

らない。 

（１）野木町に在住する 12 歳（小学生）以下の者 

（２）上記以外の場合、会長が承認した者 

（３）本会の定める諸規定を遵守する者 

（４）第６条に定める入会手続きを完了している者 

 

（入会） 

第６条 本クラブへの入会は、所定の手続きに従い申し込みを行い、会長の承認を受けな

ければならない。 



２．本クラブの会員になった時および、毎年度初めに、別に定める会費を納入しなければ

ならない。 

３．既納の会費は、いかなる理由があっても返還しない。 

４．入会後、入会申し込み時の記述事項に変更が生じた場合には速やかに届け出なければ

ならない。 

 

（資格の喪失） 

第７条 会員資格は、退会、除名によって喪失する。 

２．退会は、書面を持って届け出ることにより任意に退会できる。但し、１ヶ月前までに

届け出るものとする。 

３．会員および保護者が次の各項に該当する場合は、会長決済により除名することができ

る。 

（１）第５条の会員資格を満たさないとき 

（２）会費を３ヶ月以上滞納したとき 

（３）指導者の再三の注意を守れないとき 

（４）その他、本クラブの名誉を著しく毀損したとき 

 

第３章 運営 

（運営委員会） 

第８条 本クラブの運営は運営委員会を持って行う。 

２．運営委員会は次の業務を行う。 

（１）当該年度の事業の執行 

（２）事業報告書および決算報告書の作成 

（３）事業計画案の作成 

（４）その他、本クラブの目的に沿った事業 

 

（運営委員会の構成） 

第９条 運営委員会は、次の役員をもって構成する。 

（１）会長１名（野木町ソフトテニス連盟会長の兼務とする） 

（２）副会長１名 

（３）運営委員（コーチを含む）若干名 

（４）会計１名 

（５）会計監査１名 

２．役員は、相互にこれを兼ねることはできない。 

（運営委員の選任） 

第１０条 会長は、野木町ソフトテニス連盟総会の決議によって選任する。 



２．副会長、運営委員、会計、会計監査は運営委員会にて選任し、会長の承認を持って決

定する。 

３．運営委員、会計、会計監査は原則、会員の保護者から選任する。 

 

（運営委員の職務） 

第１１条 運営委員の職務は次の通りとする。 

（１）会長は、本クラブを代表し、会務を総括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは本クラブを代表し、その業務を執

行する。 

（３）運営委員は、指導、強化練習等運営および本クラブの会務を分担する。 

（４）会計は、本クラブの会計事務を処理する。 

（５）会計監査は、会計を監査する。 

２．運営委員の職務分担は運営委員会の互選によりこれを定める。 

３．運営委員会を招集するには、運営委員に対し、会議の議題をあらかじめ通知しなけれ

ばならない。 

４．運営委員には試合・大会の引率、指導者講習会および審判講習会等への参加に伴う旅

費、交通費を別表に基づき支給する。 

 

（運営委員の任期） 

第１２条 運営委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

２．運営委員に欠員が生じた場合は、第１０条により補充を行い、補充により選任された

運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３．運営委員は、辞任または任期満了の後に於いても、後任者が就任するまでは、その職

務を行わなければならない。 

 

（部会） 

第１３条 運営委員会は、本クラブの事業運営の円滑を期するため、各種部会を置くこと

ができる。 

（顧問） 

第１４条本会には顧問を置くことができる。 

２．顧問は、運営委員会の推薦により、会長が委嘱する。 

３．顧問は、会長の諮問に答え、本会の運営に関して運営委員会で意見を述べることがで

きる。 

 

 

 



第４章 事故の責任 

（事故の責任） 

第１５条 会員は、本クラブの活動に際しては、本クラブの諸規定および施設管理責任者

ならびに指導者の指示に従い、自己の責任において行動するものとし、盗難傷害等の事故

が発生しても、本クラブおよび指導者等に対して一切の損害賠償を請求しないものとする。 

 

（保険の加入） 

第１６条 会員は、本クラブのスポーツ保険に加入しなければならない。 

２．本クラブ活動中の傷害については、スポーツ安全保険の対象内でのみ対応する。 

３．保険料は会費に含むものとし、保険加入の手続きは本クラブが代行する。 

 

第５章 規約の変更および解散 

（規約の変更） 

第１７条 この規約は総会で会員の３分の２以上に当たる多数をもって変更することがで 

きる。 

 

（解散） 

第１８条当クラブは総会の決議その他法令に定められた事由により解散する。 

 

第６章 細則 

（細則） 

第１９条 本規約に定めのない事項および運営上必要な事項は、運営委員会により決定す

る。 

 

（事業年度） 

第２０条 本クラブの事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（規約の変更） 

第２１条 本規約の変更は、運営委員会において決議し、決定する。 

 

 

附則本規約は、平成２７年４月１日に施行する。 


